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序文 この 規格 は， 高齢 社会に 対応して， 健康で 明るく， 安全 かつ 安心な 豊かな 社会生活 を 築く ために， 衣料 品 設計 
時の 指針 と して 作成され た も ので あ る。 これによ つて 高齢者の 自立 を 支援す る こと がで き， 積極的な 社会 參 加が 期待 
できる。 

なお， 規格の 適用に 当たって は 製品の 種類 及び その他の 条件に 応じて 適宜 選択して 採用す る。 



1. 適用 範囲 この 規格 は， 主に 高齢者が 着用す る 衣料 品の 設計 時に， 加齢に よる 運動 機能の 低下， 体型の 変化な ど 
に 対応して， 着用 性の 向上， 取扱 方法の 分かりやす さな ど を 確保す る こと を 目的と した 配慮すべき 事項に ついて 規定 
する。 



2. 引用 規格 次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これら 
の 引用 規格 は， その 最新 版 (追 補 を 含む。） を 適用す る。 

JIS L 0112 衣料の 部分' 寸法 用語 

JTS L 0122 練 製 用語 

J1S L 1091 繊維 製品の 燃焼 性 試験 方法 

JIS L 1902 繊維 製品の 抗菌性 試験 方法 

J1S L 1917 繊維 製品の 表面 フラッシュ 燃焼 性 試験 方法 

JIS Z 8305 活字の 基準 寸法 



3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， JIS L 0112 及び J1S L 0122 による ほ 力、 次に よる。 

a) 配慮 事項 加齢に よる 着用 者の 体型の 変化， 運動 機能の 低下， 感覚 機能の 低下， 生理 機能 (体温 保持， 保 湿 機能 
など） の 低下， 注意力の 低下な ど を 補完す るた めに， 衣料 品の 設計 時に 配慮すべき 事項。 

b) 着用 性 着脱の しゃす さ 及び 着心地。 

c) 着心地 肌触り， 保温 性， 通気 性， 吸湿性， 吸 汗 性 及び 動き やす さ。 

d) 仕様 パターン 設計， 縫製 方法な ど， 具体的 物作りの 内容。 

e) パターン 衣料 品 作成 時に 使用す る 平面 展開図。 



4. 衣料 品 設計の 配慮 事項 衣料 品の 設計に 配慮すべき 事項 は， 次に よる。 

4.1 体型の 変化に 対応した デザイン 及び 寸法 着用 者の 体型の 変化に 対応した デザイン 及び 寸法 は， 次に よる。 

a) 着用 者の 体型の 変化 を 考慮し， 着用 性 を 満足す る 適度な ゆとりに 配慮した デザイン 及び パターン とする。 また， 
着用 者の 体型の 個人差が 大きいた め， パターン 及び サイズ 展開の 多様性に 配慮す る。 

b) 着用 者の 体型に 合った 寸法に 容易に 加工で き るよう に， い 代 量， 仕上げ 方な どに 配慮す る。 

c) 着用 性の 向上の ため， あきの 位置 及ぴ 形状に 配慮した デザィ ン とする。 

d) 衣料 品 を 着用した とき， 生理的， 感覚的に 違和感が なく 着心地が 快適で あるよう に， 素材， デザイン， 仕様な ど 
に 配慮す る。 

4.2 運動 機能の 低下に 配慮した 着用 性 着用 者の， 関節な どの 運動 機能の 低下， 握力 及び 指先の 力の 低下な どに 対 
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応 して， 衣料 品 は 着脱し やすく， かつ 留め具の 大きさ， 位置 及び 扱い やす さに 配慮した デザイン， 材料 及び 仕様と す 
る。 

4.3 安全性， 衛生 性 及び 取扱いに 配慮した 材料の 使用 衣料 品の 着用 目的， 着用 環境 又は 着用 者の 身体 条件 (感覚 

機能の 低下、 生理 機能の 低下 及び 注意力の 低下） に 対応し， 衣料 品に 使用す る 材料， デザイン 及び 仕様に ついて， 必 
要が ある 場合 は， 次の 事項に 配慮す る。 

なお， 機能 付加 加工 を 施した 材料 を 使用す る 場合 は， 身体への 安全性 を 確保す る。 

a) JIS L 1.091. によって 難 燃 性能 を 確認し， 難 燃 性 を もつ 材料 を 使用す る。 

b) JIS L 1917 によって 表面 フラッシュ 性能 を 確認し， 表面 フラッシュが 起こり やすい 場合に は， 着用 時に 注意す 

る こと を 表示す る。 

C) JIS L 1902 によって 抗菌性 能 を 確認し， 抗菌性 能 を もつ 材料 を 使用す る。 

d) 通気 性， 透 湿性 又は 保 湿性な どの 機能 性 を もつ 材料 を 使用す る。 また， デザイン， 仕様に おいても， 保温 性 又は 
温度調節が 可能な よ う に 配慮す る。 

e) 日常の 取扱いが しゃすい 材料 及び 仕様と する。 

参考 日常の 取扱いが しゃすい 材料 及び 仕様に 配慮した 製品に は， しわに なりに くい 製品， 形態 安定 加工 製品な 
どが ある。 

4.4 行動 意識 及び 交通安全への 配慮 事項 高齢者の 行動 意識 及び 交通安全への 配慮 事項 は， 次に よる。 

a) 高齢者の 積極的な 社会 參加を 促す 観点から， 衣料 品の デザイン， 色 • 柄 及び ファッション 性に 配慮す る。 

b) 雨の 日 又は 夜間に 着用す る 外衣に ついては， 交通事故 防止の 観点から 着用 者 を視認 しゃすい ように， 明るい 色- 
柄， 赏光 素材， 反射 材の 使用な どに 配慮す る。 

4.5 表示の 分かりやす さ 表示の 分かりやす さは， 次に よる。 

a) 着用 者の 視力の 低下に 対応し， 品質 表示， 洗濯 表示， サイズ 表示な どの 文字 及び 記号の 大きさ は， 容易に 視認で 
きる よう 配慮す る。 

なお， 文字の 大きさ は， JIS Z 8305 の 3. (大きさ） に 規定す る 10 ポイント 以上が 望ましい。 

b) 着用 者の 視覚 機能の 低下に 対応し， 文字 及び 記号の 色彩 • 配色 は， 明確に 識別で きる よう 配慮す る。 

5. 表示 高齢者に 配慮した 衣料 品に は， 衣料 品 ごとに 次の 事項 を 表示す る ことが 望ましい。 

a) 高 K 者 配慮 製品で ある 旨 及び その 配慮 項目 （4.1， 4.2, 4.3 のい ずれ か 一つ 以上の 項目が 該当する 場合。） 

b) 安全性 (難 燃 性， 抗菌性) 配慮 製品で ある 旨 及び その 配慮 項目. [4 ヌの a)〜c) のい ずれ か 一つ 以上の 項目が 該当す 
る 場合。] 

c) 機能 性 加工 製品で ある 旨 及び その 配慮 項目 [4.3 の d)， e) のい ずれ か 一つ 以上の 項目が 該当する 場合。] 
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【設計 指針 一 衣料 品 
解説 



この 解説 は， 本体に 規定した 事柄， 及び これに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問い合わせ は 財団法人 日本 規 
格 協会に ご連絡く ださい。 

1. 制定の 趣旨 及び 経緯 

1.1 制定の 趣旨 現在， 我が国で は 急速な 高齢 化が 進展して おり， 介護 • 介助 を 必要と する 高齢者の 増加 は 今後 一 
層 深刻な 問題と なる。 

高齢者の 問題点の 一つ は， 加齢 等に よる 心身 機能の 低下に よ り 日常生活 において 各種 生活 用品の 使用が 困難と なる 
こ とで ある。 また， 障害者 も 健 常 者 を 想定して 設計され た 生活 用品 を 使用す る 際に 不便 さ を 感じて いる ことで ある。 

高齢者 • 障害者の 曰 常 生活での 自立， さらに は 生活の 質 (Quality oflife) を 高める ために は， 高齢者 • 障害者に 配慮し 
た 生活 用品の 提供が 必要で ある。 
このために は， 

a) 製品の 設計 開発 段階から 高齢者 • 障害者の ニーズに 配慮した 設計が なされ， 製品が 提供され る こと。 

b) 同居 家族と 共同で 使用す る こ とが 多い 生活 用品 は， 高齢者 • 障害者 だけでなく 健 常 者 も 使用し やすい 製品 （共用 
品） とする ことが 求められ ている。 

しかし， メーカ 各社の 製品 設計に おいて， 高齢者 • 障害者の ニーズの 配慮 方法が 各社で 異なる と 逆に 高齢者 • 障害 
者 に 混乱 を もたらす ことから， 配慮 方法の 標準化が 求 めら れ ている。 

1998 年に 日本 工業 調査 会から 出された "高齢者 • 障害者に 配慮した 標準化 政策の 在り方に 関する 建議" に 基づき， 
衣料 品の 設計 時に， 加齢に よ る 運動 機能の 低下 や 体型の 変化な どに 対応し， 着用 性の 向上 や 取扱 方法の 分か り やす さ 
など を 確保す るた めの 配慮 指針の 制定が 必要で あり， この 規格 を 制定す る ことと なった。 

1998 年 チュニジアで 行われた ISO (国際 標準化 機構） の 第 20 回 COPOLCO (消費者 政策 委員会) 総会に おいて， 日本 か 
ら 設置 提案 を 行った "高齢者' 障害者へ 特別な ニーズ" の ワーキンググループ (WG) が 設置され， 日本が 議長 國 とな 
つた。 

1998 年 10 月から， 2000 年 2 月までに 5 回 開催され た ワーキンググループ (WG) において， 高齢者 • 障害者の 特別な 二 
ーズ "政策 宣言" 及び "ガイ ド （案）" の 作成 を 行った。 "政策 宣言" は 公布の 手続きが 進められ ている。 また "ガイ 
ド （案)" に関して は， ISO/TMB の 下に Ad hoc TAG (作業 委員会） に 審議の 場 を 移行して 引き続き 検討す る ことと な 
り， 2001 年 3 月の 完成 をめ ざし 作業が 進められる ことにな つた。 

1.2 制定の 経緯 "高齢者 • 障害者に 配慮した 標準化 政策の 在り方に 関する 建議" に 基づき， 配慮 製品の 標準化 調 
查 研究の ために， 1998 年 6 月， 財団法人 日本規格協会に "高齢者 • 障害者 配慮 生活 用品 標準化 調査 委員会" （委員長 
西 原 主計） を 構成し， 更に 関係者の 幅広い 意見 を 求める ために ワーキンググループ を 設置し， ニーズの 調査 を 実施し 
た。 更に 2000 年 6 月に は， 衣料 品に 関する 配慮 指針 を 検討す るた めに 消費者団体， 衣料 品 メーカ， 経済 産業 省 及び 学 
識 経験者 からなる "ァ バレル ワーキンググループ" を 設置し， 2001 年 3 月までに 5 回の 委員会 を 行い， J:IS 原案 作成の 
審議が 行われた。 
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1.2.1 消費者 ニーズの 調査 消費者 ニーズの 調査 は 以下の 資料に より 検討した。 

1) 高齢者 生活 用品の 不便 さ 調査 (全 固 消費者 連合会） 1998 年 12 月 

2) 高齢者への ィ ンタ ビュー 調查 （ユニバーサル ファ ッショ ン 協会） 2000 年 

3) ファッショ ン に対する 不満 調査 一う ち 60 歳 以上の 男子 13 名， 女子 107 名 を 使用 一 
(ユニバーサル フ アツ ショ ン 協会， 一部 は 社団法人 人間 生活 工学 研究 センター ）2()0_i 年 3 月 

以上の 資料に より， 今回の 配慮 事項の 背景と なった 高齢者の 衣服に ついての 満足 度 や， 要求 等 を まとめる と， 以下の 
ような 結果で ある。 

a) 衣服の 形 や サイズに 対する 満足 度 解説 図 ：!. は， 衣服の デザイン 及び サイズに 対する 満足 度の 調査の 結果で あ 

る。 

解説 図 LI で 不満， やや 不満 を 合わせる と 70 % にも 達して おり， その 不満 部位 を 解説 図 1.2 に 示して いる。 



やや 満足 
9% 




どちらで も 
ない 一 
19% 



やや 不満 
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解説 図 1.1 衣服の サイズ や 形に 対する 満足 度 
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® 着丈 
② バス 卜 
(3) ヒップ 
④ ウェスト 

©ネ 今 
© 肩幅 

⑦ 袖 

0.0% 10.0% 20.096 30.096 40.0% 50.0% 60.0% 
解説 図 1,2 体型に 合わない 個所 

(前 問で 不満 を 感じた 人 /V 二 74) 



これらの 理由と して は， 後述 5.1 に 示す よう に 加齢に 伴って その 身体 寸法 は 平均 的に 若年 者と は 異なって きて 
おり， また その 寸法 もばら つきが 大きくな つてい る。 

体型 も 脊柱の 湾曲 状態が 変化し， 不満と やや 不満 を あわせて 約 7 割の 人に， サイズ， 体型の 変化に 対応した デ 
ザィ ンが 望まれて いる ことが 分かる。 また 体型に 合わない 箇所で は ウェス トが 多く， 若年に 比べ 大き く なって く 
る ことによると いえる。 また バス 卜に 対して， 若年よ り 腕 付け根 まわり や 腕の 太 さが 大 となるな どの 変化に よつ 
て "袖" の 不満が あらわれて いると 思われる。 
b) 着心地に 対する 満足 度 解説 図 2.1 は 着心地に 対する 心理的， 感覚的 満足 度の 結果 を 示して いる。 解説 図 2.2 は 
その 不満 部位に ついて 示して いる。 



やや 満足 
12% 



どちらで ち 
ない 
35% 

解説 図 2. 



① 重い 

(2) 締め付けられて 息苦しい 
③ （かさ 張って） 動 きづら くなる 
④ ゴムが 食い込む 
(5) 蒸れる • 汗 を 吸いに くい 
(6) 生地の 肌触りが 悪い 
(7) 縫い目の 肌触りが 悪い 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.096 
解説 図 2.2 着心地に 不満 を 感じる 理由 (前 問で 不満 を 感じた 人 ND 

健康で 若い と き に は 不満が あま り 出ない 項目が 多 く ， 加齢に よ る 身体の 生理 機能 低下 や 肌が 弱 くなる ことによ 
て， 着心地に 対しての 感度 は 高く なって いる こ とが 分かる。 




やや 不満 
3996 



着心地に 対しての 満足 度 

(/V = 106) 




解 2 



S 0023 ； 2002 解説 

素材の 選択で は， 軽く， 吸湿' 吸水性が よく， 肌 ざ わりの 柔らかい もの を 選ぶ ことが 必要と いえる。 
動作 時， 特に 着脱 時の 着用 性に ついて 解説 図 3. け ま 着脱の しゃす さの 満足 度， 解説 図 3.2 は 不満の 部位， 理由 

など を 示して いる。 また 解説 図 3.3 は 着脱に ついての あきの 位置 や 留め具 （ボタ ン， フ ァスナ など） についての 不 
満の 割合で ある。 

解説 図 3.4. に は， その 不満の 原因と 考えられる， 日常 感じて いる 痛み や 不自由な 部位の 調査結果 である。 

満足 

やや 満足 
10% 



どちらで ち 
ない 
36% 




やや 不満 
3596 



-111) 



56.5% 



24. 
コ 



7 



22.6 



67.7% 



解説 図 3.1 着脱し やす さに 対する 満足 度 

① かぶりの 洋服 を 着たり、 脱いだり しにくい 
②袖 通しが 難しい 
(3) スカート や ズボン を はいたり 脱いだり しにくい 
@ ブラジャー を 着たり、 脱いだり しにくい 
⑤ ボタン • ファスナー • ホック 等 留め具が 使いに くい 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 
解説 図 3.2 着脱し やす さに 不満 を 感じる 理由 
(前 問で 不満 を 感じた 人 ./V=62) 
不満と やや 不満 を あわせる と 約 半数 近くが 着脱に ついて 不満 を もっている。 着脱に ついては， 若年 世代で は不 
満が 表れず， 加齢と ともに 身体 機能が 低下して く ると 不満 度が 高まって く る 傾向が みられる。 

留め具に ついての 不満が 特に 高く， また かぶり 式が 難しい という 回答 も 多い。 留め具の 改善， 改良が 望まれ 
る。 



n.796 



® 前 ボタン P3 10.0% 

(D 後 ボタン 

(3) 脇 ボタン 
④ 袖口 ボタン 
(5; 前 ホック 
(6) 後ろ ホック 
⑦ 前 ファスナー 
(8) 後ろ ファスナー 
(9J 脇 ファスナー 
⑩ マジックテープ 

ォ 



176.7% 



3 26.7% 

40.0% 



11.7% 



：60.0% 



コ 16.7% 

コ 10.〇o/o 



40.0% 



60.0% 



0.0% 20.096 40.0% 60.0% 80.0% 100.096 
解説 図 3.3 着脱に 不満 を 感じる 個所 

(前 問で 不満 を 感じた 人 /V=60) 
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① ない 

② 手指 
③ 腕 ' ひじ 

® 肩 
© 首 
⑥ 腰 
(7) 足 指 

® 脚 'ひざ 
⑨ 肌 



a 15.8% 
pi 7.5% 
=3 18.4% 



12.3% 



333.3% 



12.396 



534.2% 



— 1 3.5% 



コ 37,7% 



0.0% 10.096 20.096 30.0% 40.0% 
解説 図 3.4 痛み や， 日常生活で 不自由に 感じる 個所 

(iv 二 m) 

解説 図 :3.2〜3.3 によって， 留め具で は 後ろ ファ スナ， 後ろ ボタン， 後ろ ホックな どの 後ろで 留め 外しす る も 
の や， 袖ファ スナ， オープン フ ァスナ などに 不満が 集中して いる ことが 分かる。 

この 調査に は 現れて いない 力、 加齢に よって 手指の 巧 微性ゃ 動作の 敏捷 性な どの 低下が ある ことが 知られて い 
る。 ボタンの 大きさ， つけ 方， 留め具の 種類な どへの 配慮が 必要と いえる。 

痛み や 不自由 さ を 感じる 個所がない と 答えて いるの は， 全体の 33.3 % であり， 残りの 66.7 % は なんらかの 問 
題 を 抱えて いる。 特に 腰 や 脚 • ひざな ど は 3 人に 1 人， 肩 や 腕， 手指 も 6 人に 1 人 もい る。 衣服の あきの 位置 や 大き 
さ， 留め具の 用い 方に 配慮す る 必要が あると いえる。 
d) 衣服 着用 時の 安全性に ついて 解説 図 4 は 日常 行動に おける 衣服の 安全性， 衛生 性に ついての 調査結果 を 示して 
いる。 

解説 図 4.1 は そ の 満足 度， 解説 図 4.2 は そ の 不満の 理由で あ る 。 



やや 満足 
12% 



)h5z 不満 
5% 5% 




やや 不満 
26% 







P 

1 \〇 
〇\ 









137.596 



！ 40.0% 



40.0% 



どちらで ち 
ない 
52% 

解説 図 4.1 安全性に 対する 不満 ay = i03) 



e) 



① 肌が かぶれた ことがある 

② 衣服に 着火した ことがある 

③ 服 を ひっかけた ことがある 
@ 階段な どで 裾 を 踏んだ 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.096 
解説 図 4.2 安全性に 不満 を 感じる 理由 

(前 問で 不満 を 感じた 人 iV = 4 0) 
高齢者で は 動作の 敏捷 性 や 身体の バランス 感覚の 低下な ど を 考慮して， スカート 丈 や 裾 まわり 寸法な どに 留意 
する 必要が ある。 また， 皮 が 弱く， 暑さ 寒さに 耐える 体力の 低下に も 配慮す る 必要性が あると ともに， ガスコ 
ン 口の 火に よる フラッシュ 現象な どに 対しても 衣服の デザィ ン の 工夫， 素材の 選択 に対して の 配慮が 必要 といえ 
る。 

衣服の 手入れの しゃす さに ついての 満足 度 解説 図 5.1 は 衣服の 手入れの しゃす さに ついての 満足 度 を， 解説 図 
5.2 は その 不満の 理由 を 示して いる。 

満足と やや 満足で 9 %, 不満と やや 不満 は 60 % に 近い。 
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A A 、+ +。 満足 
やや 満足 496 
5% 



不滿 
7% 



どちらで ち 
ない 
32% 




やや 不満 
52% 



解説 図 5._1 手入れに 対する 満足 度 

(./Y-107) 



① 頻繁な 洗濯が 面倒 =3 8.8% 
② 自分で 洗濯で きる ものが 少ない I 126,3% 

③ 洗濯す ると 伸び縮み する ■ 134.2% 

④ クリーニング 代が かかる 103x^^23.8% 
© アイロン 掛けが 面倒 二 1 38.896 

(6) 色 落ち ' 色 移りが する mMZ323.7% 

⑦ 毛玉が でき やすい ^^Xm I 168.4% 
(8) ボタンが とれ やすい ^^^^5339.5% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 
解説 図 5.2 手入れに 不満な 理由 (前 問で 不満 を 感じた 人 /V=76) 
これらから 自分で 簡単に 洗濯 や， 形状 を 保持す るた めの アイロン 掛けが でき る， 又は アイロン 掛け 不要で 形状 
が 保持で き る 衣服が 求め られ ている こと が 分か る 。 
表 素材 や， 使用す る 裏地， 芯地の 品質， 及び 縫製 方法の 向上に よっての 対応が のぞまれて いると いえる。 
f) 色 *柄' デザイン について 

：1.2.：12) の 51 名の 高齢者に 対する ィ ンタ ビュー 調査結果， 及び その他の 調査結果 を ま とめる と デザィ ン につい 
て 以下の よう な 要求が みられる。 

• 高齢者 向けに デザインされ たもの は 魅力が なく， 高齢者 用の 服 売り場に は 近づかない。 
• 高齢者 向きに 作られた もの は， 色' 柄が 地味す ぎる。 また ファッション としての 種類が 少ない。 
'ファッション 性が あると， サイズが 合わない。 
などの 声が 多い。 色に ついては， 別の いくつかの 多数の パネラー 調査結果 では， むしろ 落ち着いた 色， やさしい 
色な どと いう 声が 割合と して は 多く あらわれる という 調査結果 も ある 力 今後の 方向 性と して は， ファッション 
性と 同時に 高齢者の 心理的 特性 を ふまえた 色 • 柄 • デザィ ンが 求められて いると いえる。 
1.3 配慮 事項の 調査 1.2.1 の 調査結果から 抽出され た 項目 及び メーカ 各社で 実際に 行って いる 配慮 事項 を 抽出し， 

その 中から. ns 規格 一 配慮 指針と して 標準化す る ことが 必要な 項目 を 選択した。 

原案 は， 平成 13 年 9 月 17 日に 開催され た 日本 工業 標準 調査 会 消費生活 技術 専門 委員会 (委員長 小川 昭ニ郎 ） の 審議 
を 経て 平成 13 年 1 月に 制定され た。 



2. 審議 中に 特に 問題と なった 事項 健康な 高齢者 （又は 前期 高齢者） と 障害 を もつ 高齢者 (又は 後期 高齢者） の 二つに 
分けて 規定し， それぞれに 必要な 事項 を 規定して はどう かとい う 意見が あった （例 他康な 高齢者に 対して は， 難 燃 
剤 は 不要， 障害 を もつ 高齢者 だけに 適用）。 しかし， 福祉 • 介護 を 全面に 出す と， この J1S が 医療， 安全の 分野と な 
り， 消費生活の 範囲 を 超えて しまう ので， 介護 用 は 除いた 一般 用に ついて 規定す る 指針と した。 自分で 衣服の 着脱が 
できる 健康な 高齢者 を 対象と している。 また， 配慮 指針と して 細かな 項目 （例 抗菌 剤， 反射 板な ど） を 規定して は ど 
うかと いう 意見 もあった。 しかし， この 指針 は， "製品 規格" ではなく， 製造業 者 側が この 指針の 中から 必要な 事項 
を 選択す る もので あり， 細か に 規定 すれば す る ほどかえ つて 取り入れられなくなる 懸念 も ある ことから， 必要 最小限 
の 項目 を JIS として 標準化した。 

なお， すべての 製品に 一律に 当てはめる ことが 必ずしも 適切で ない 項目 も あるた め， "規格の 適用に 当たって は 製 
品の 種類 及び その他の 条件に 応じて 適宜 選定して 採用すべき ものである" と 序文に 記載した。 



3. 適用 範囲 （本体の 1.) 衣料 品 は， 本来， 快適さが 基本で あるが， 高齢者 • 障害者と 一口に いっても， 大きく 健 常 
高齢者， 高齢 障害者， 障害者に 区分ず る ことができる。 高齢者と 障害者の 服 作りが 異なる 実情 を ふまえ， この 規格の 
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対象 者 は 健康な 高齢者と し， 障害者 及び 介護が 必要な 高齢者 及び 福祉に 関する 内容 は 除く ことと した。 

誰もが 何歳に なっても 一般的な 服 を 着られる と 思い， また， 着たい と 願って いる。 衣料 品の 着用 や 取扱いに 不便 さ 
や 困難 を 感じる よ う になる の は 70 歳 を 過ぎた ころから といわれ ている。 そこで 高齢者が 自立し， 健康で 明る く 豊かで 
安全 かつ 安心な 社会生活 を 築く ため， 積極的に 社会 参加 を 行うた めの 支援 を 目的と した 指針と した。 

4. 定義 （本体の 3.) 用語の 中で， "あき" についての 定義 を 入れて はどう かとい う 意見が あった カミ， J1S L 0112 
に 規定され ていたた め 割愛した。 また，" パターン" について は， IIS L 0122 に 規定され ている が， この 指針の 記 

述の 方が よ り 分かりやす いので 記載した。 

5. 衣料 設計 配慮 事項の 内容 

5.1 体型の 変化に 対応した デザィ ン 及び 寸法 (本体の 4.：1) 衣服が 着用 者の 体型 や 身体 運動 機能に 対応した デザィ 
ン及ぴ 寸法で ある こ と は， 衣服 設計 上 最も 重要な ことで あり， そのために は 高齢者の 身体 寸法 や 体型に ついての 情報 
を 必要と する。 以下 現在 得られる 資料 [人間 生活 工学 研究 センター 資料 1 ) ~ 3) ， 文化 女子大学 資料 4) ， 文化 女子大学-東 
京都 共同研究 資料 5) ] から 図表に まとめ 直して， 高齢者の サイズ， 体型に ついての 特徴 を 示し， ：1.2.1 の 消費者 ニーズ 
への 対応 を 含めて， デザイン， ノ 《ターンへの 配慮すべき 点 を 挙げる。 
5.1.1 高齢者の 身体 寸法 

a) 年代 別 身体 寸法に ついて 解説 図 6 は 高齢者の 基本 身体 寸法 を 知る ために， 成人 女子に ついて 年代 別の 平均値 を 

比較した 図で ある。 

解説 図 6.1. にみ るよう に， 身長 は それぞれ 成長期の 背景と なる 時代の 影響 を 受けて おり， 更に 加齢に よる 変化 
も 加わって 段階 的に 高齢に なるほど 低く， それに 連動して 股下 丈 • 袖丈 も 短い。 周囲長 (肥 痩） について は 図 6.2 
の バスト 'ウェスト などに みるよう に 50 代， 60 代で 最も 大きい 値 を 示し， 70 代で やや 下降して いる。 この 傾向 は 
男子 も ほぼ 同様で あり， その 基本 データ は J1S L 4004 の 解説 及び 資料 に 示されて いる。 




身長 背丈 背 肩幅 股下 高 そで 丈 

解説 図 6.1 年代 別 平均値 比較 (高 さ • 長径 項 目 ） 一成人 女子 一 
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バスト アンダー バスト ウェスト ヒップ 



解説 図 6.2 年代 別 平均値 比較 (周径 項 目 ） 一成 人 女子 一 

図 7 は 成人 女子の バス ト と ウェス トの 2 元 分布 をみ たもので， 各 年代の 被 計測 者 人数に ついて それぞれの バス 
卜' ウェスト を プロットした 図で ある。 

20 代 及び 60〜70 代と もに バス トが 大きい 人 は ウェス 卜 も 大きい 位置に プロ ッ ト されて おり， この 2 項目 は ほぼ 
辻: 動 して 変化して いる （全 年齢の 相関係数 0.84) こ と が 読み取れ る。 また 高齢者 は 平均値の 位置 か ら みても， 2 項 
目と も に 大きい 方に 分布して いる ことが 分かる。 図 中には 年代 別に その 集中 位置 (両 項と も に ±1 標準偏差の 範 
囲） を 〇 で 圏んで 示して いる。 若年 は 小さい 範囲に 集中して いるのに 対し， 高齢者 は 広い 範囲に バラつ いている 
のが 分かる。 
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mm X 20 代 ： 2 599 人 き 60 ■ 70 代： 767 人 



450 550 650 750 850 950 1 050 mm 

ウェス ト 

解説 図 7 バス 卜と ウェストの 分布一 成人 女子 一 
b) 各 サイズの 該当者 比率の 若年との 比較 既製 衣料 サイズの 規格 a【S L 4002-JIS L 4005) では， フ イツ ト性 

を 要する 衣服に は 体型 区分 表示 を 用いる と 規定して いる。 成人 女子の 体型 区分 表示の 各 バス ト サイズへの 該当者 
比率に ついて， 20 代と 60 代 • 70 代 を 比較した ものが 解説 図 8 である。 解説 図 8 は 全 成人 女子 約 5 千万 人 (49 907 千 
人） を 100 % として 各 年齢の 計測 者 人数との 比率 を 用いて 3) ， 各 サイズ ごとの 該当者 比率 (％) を 算出し 棒グラフ 
で 示した ものである （以下， 解説 図 9， 解説 図 10， 解説 図 1]， 解説 図 12 も 同様)。 解説 表 1 は， 各 年代 別人 口 を 
それぞれ 100 % とした 場合の 各 サイズへの 該当者 比率 （以下， 該当 率と 略す。） を 同様の 方法で 算出した もので あ 
る。 これ を 見る と， 20 代で は 5〜11 号の 4 サイズで 20 代 全体の 75 % を 占めて いるのに 対し， 60 代で は 11〜17 号の 4 
サイズで 約 63 %, 70 代で は 同じ 4, サイズで 約 56 % と カバ一 率が 下がり， 高齢者 ほど サイズの ばらつきが 大きい 
こ とが 分かる。 これらの 比率 は， 各 製品の 対象 年代に 応じた サイズ 展開と その 生産 量の 目安に する ことで きる。 



I 乙 



1 100 



1 000 



バ 
ス 



900 



800 



700 



20 代 ウェスト 苹均値 
638.87 



60 ' 70 代 ウェス ト 平均値 
フ 60. 33 mm 



60 'フ0 代 バスト 平均値 
879.89 mm 



20 代 バス ト 平均値 
82 1 .50 mm 



バス 卜と ウェス 卜の 相関係数 （ 全 年齢 間 ) ： 0.84 
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% 



比 



4.5 
4.0 

3.5 
3.0 
2.5 
2.0 
1.5 
1.0 

0.5 H 
0.0 



3 号 



鐘 膽 L 

5 号 7 号 9 号 11 号 ^ 13_ 
3.04 4.11 3.76 2.34 1.4 



全 成人 女子 49 907 千 人 （100%) に対する 該当者 比率 




2〇 代 C/o) 



1.27 



6〇 代 （96) 



0.19 



0.67 



1.13 



1.35 



1.91 



2.40 



70 代 （96』 



0.40 



0.76 



0.82 



0.91 



1.30 



解説 図 8 バス 卜 号数 別 該当者 比率 比較 一成 人 女子 一 

解説 表 1 バスト 号数 別 該当者 比率 成人 女子 一 

各 年代 別人 口 を 100 % とした 該当者 比率- 



20 代 （8 772 千 人 ： 100 %) 



は 29 千 人： 
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解説 図 9 は ウェス ト について， 解説 図 10 は ヒップに ついて バス 卜 と 同様に 各 サイズに おける 該当 率 をみ たもの 
である。 特に ウェス ト では 解説 図 9 にみ るよう に， 最多 該当 率 を 示す サイズが 20 代と 高齢者で は 大き く異 つてい 
る ことが 分かる。 

全体 的に， 20 代で は 特に ウェス 卜 61 cm, 64 cm, ヒップ 89 cm, 91 cm, いい 換えれば A 体型の 7， 9 号に 集中 
的に 該当者が みられる のに 対し， 高齢者で は ウェス ト 76 cm〜80 cm, ヒップ 91 cm〜95 cm にある 程度の 集中が 
見られる ものの， サイズ 分布が ばらつ いている ことが 分かる。 

成人 女子の 場合， 同じ バストで も 年齢に よって ウェスト 寸法に 相当の 違いが みられる ことから， L 4005 
の 体型 区分 表示で は ウェス 卜 を 参考 寸法 と して 年代 別 に 示して いる。 つまり 同 じ 9AR という 体型で 高齢者 用 に は 
やや 大きい ウェス ト を 設定す る ことができ るよう に 示して いる。 
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解説 図 9 ウェス 卜の 年代 別 該当者 比率 比較 一成 人 女子 一 
解説 表 2 ウェス 卜の 年代 別 該当者 比率 一成 人 女子 一 

一 各 年代 別人 口 を 100 % とした 該当者 比率一 



20 代 （8 772 千 人 ： 100 %) 



は 29 千 人 
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解説 図 10 ヒップの 年代 別 該当者 比率 比較 一成 人 女子 一 



該当者 比率 
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解説 表 3 ヒ ッ プの 年代 別 該当者 比率 一成 人 女子 一 

一 各 年代 別人 口 を 100 % とした 該当者 比率- 
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体型 区分 別 該当者 比率の 若年との 比較 サイズ 規格で は 体型 分類が されて おり， 成人 女子で は JIS L 4005 にバ 

ストと ヒ ップの 組合せで 4 種の 体型が 設定され ている。 A 体型 は 全 年齢 を 通じて その 身長 区分に おける 平均 的な 
バス 卜と ヒッ プの 組合せの 体型， Y 体型 は それよ り ヒ ップの やや 小さい 体型， AB 体型 及び B 体型 はヒ ッ プの やや 
大きい 体型， 及びより 大きい 体型 を 意味して いる。 各 身長 区分に おいて 各 年代と も A 体型が 最も 多い が， 高齢者 
では AB 体型に 該当する 割合が 若年より 多い。 また， A 体型が 最も 多い が， その ウェスト 寸法 は 解説 図 2 に 示す よ 
うに， 同一 バス ト でも 高齢者の ウェス トが 全般に 大きい 位置に 分布して おり， そのため 体型 区分 表示 サイズ 表に 
は， ウェスト 値 を 参考 寸法と して 年代 別に 示して いる。 表記す る サイズ 記号 (例えば 11AR など） が 同一で も， そ 
の 製品 の 対象 年代 に 応じた ウェスト 寸法 を 設定す る ことが 望まれる。 

フ イツ ト性を 要求され ない 衣服に ついては， .lis L 4002〜.TTS L 4005 では 範^ 表示 を 用いる としてい る。 
解説 図 11 は 身長 区分 別に サイ ズ 規格で 規定して いる 成人 女子の 各 体型 (A • Y • AB • B) への 該当 率 を 示して い 
る。 
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解説 図 11 身長の 年代 別 体型 区分 該当者 比率 一成 人 女子- 
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解説 表 4 身長の 年代 別 体型 区分 該当者 比率 一成 人 女子 一 
—各 年代 別人 口 を 100 % とした 該当者 比率一 



60 代 （6 799 千 人 ： 100 %) 



70 代 （4 329 千 人 ： 100 
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d) 範囲 表示 規格の サイズ 該当 率の 若年との 比較 解説 図 7 は 成人 女子の 身長と バストに よる 範囲 表示 を 図示して お 
り， その 各 サイズ 記号と 20 代 • 60 代 ■ 70 代の 該当 率 を 示して いる。 解説 図 12.:1. の 全 成人 女子 人口に 対する 分布 

で 2.0 % (約 998 千 人に 相当） 以上の 該当 率 を 示して いるの は， 20 代で は 身長 R(158±4, cm) の 範囲の S (バス 卜 小）， 
M (バスト 中） 及び 背が 高く バスト 中の MT の サイズで ある。 それに 対し 60 代で は MP， LP, すなわち 身長 P(:i46 
〜154 cm 未満） の バスト M， し サイズの 位置で ある。 70 代で は 人数が やや 少ない こと もあって， 全 成人 人口の 2.0 
% 以上 を 占める サイズ は みられな いが， 解説 図 12.2 の 年代 別の 人口 を 100 % とした 比率で みると， 70 代で 最も 
多く 分布して いるの は LP, MPP, LPP の サイズ， すなわち 身長が P(M6 〜： L54 cm 未満）， P:Pa38〜14'6 cm 未満） 
の バスト M， L に 多く， したがって， 高齢者 衣服で は バスト はや や 大きく， ドレス 丈， 袖丈， ズボン 丈な ど を あ 
ら かじめ 短め にす る 必要が あると いえる。 

規格 未 設定の 領域に も 実際に は 相当数の 人が 存在して おり， 特に 60 代， 70 代で は 身長の 低い P， PP での バスト 
小の 方 及び バス ト大の 方に 多くの 人が 対応す る サイズ 規格がない という ことになる。 



解説 図 12.1 年代 別 範囲 表示 該当者 比率 (％) —成 人 女子 一 

一 全 成人 女子 49 909 千 人 (100 %) に対する 該当者 比率- 
解 12 
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20 代： 8 772 千 人 （10096) 



60 代： 6 799 千 人 （100%) 



70 代： 4 329 千 人 （10096) 
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解説 図 12.2 年代 別 範囲 表示 該当者 比率 (％) —成 人 女子 一 
—各 年代 別人 口 を 100 % とした 該当者 比率-- 
5.1.2 高齢者の 体型と パターン 設計 解説 図 13 は 女子 高齢者の 体型と 若年 者の 体型の 平均 側面図 を 示して いる。 こ 

の 図 は 各 年齢 約 100 名の 側面 写真から 体 表 各部の 角度 や 厚径， 高さな ど を 求めて， その 平均値 を 用いて 描いた 資料 4) 
による ものである。 

高齢者の 特徴と して は， 一般に 脊柱の 腰部の 湾曲が ゆるやか になり， でん （臀) 部の 突出が 小さくなる。 上半身で は 
胸部で 前屈が 生じ， 頸部の 前傾が 大きくなる。 また 肥満 傾向と 骨格 変化が 相 まって 胸部， ウェスト 部， 腹部な どの 厚 
径が大 となる。 

平均 図で は 比較的 体型 差が 少なく 見える が， 高齢者で は 体型の ばらつきが 大きく， その 具体的な 事例 をみ ると， 解 
説 図 M 4)5) に 示す ように 範囲 表示で 同一の 規格に 入る 人た ちで も 屈 身体， 反身 体な どが 混在し， 平均され る ことで 解 
説 図 13 では その 特徴が 平準 化されて いるものの， 70 代 後半〜 80 代で は 高齢者 特有の 体型 (上半身 前屈， 後ろ ウェス ト 
部の くびれ が 少なくなる， 腹部 前 突） が 多く 現れる。 

したがって， パターン 設計で は， 少なくとも 平均 図に みられる 差 を カバーす る 必要が あり， 背 幅 • 胸幅と 脇 幅の 比 
率で いえば 脇 幅 を 大き くす る 必要が ある。 また 平均 的に は 胸部 前屈に 伴って 上半身の 前後の 丈の バランスが 変わり， 
若年 パターンより 後 丈が 長く， 前 丈が 短くなる 傾向で ある。 しかし， バストの 大きい 60 代 • 70 代 前半で は 必ずしも 前 
丈 は 短く なく， むしろ 若年より 前 丈 を 長く して 胸部の 突出 を カバーし てお く 1^ が, 上衣の 裾 線が 水平に おさ まりより 
美しい 適合 状態になる タイプ も 多い。 

下半身 衣服に ついては， 高齢者の 体型で は 一般に 前面で は 腹部の 突出に よって ウェス ト 位置が せり 上がり， 後 面で 
はでん 部 突出が 小さ く なること で 後ろ ウェス ト 部の く びれ 位置が 下がる。 ス カー ト類 は， 若年 パターンより 前 ウェス 
トライン を 上げて おく 方が よく， 後ろ は 下げて おく 方が よい。 ただし， ズボン 形式の 衣服で は， 坐 位に おいて 人体の 
後 股 上長が 伸びる ことによって ズボンの ウェスト ライ ンが 引き下が るので， 前後と もに 股 上 は 深めに 設計す る 方が よ 
いといえ る。 

体型 は 長い 期間に わた つての ライフスタイル， 職業な どの 生活 活動 時の 姿勢に よ つ て 形作 ら れる 要素 も あり， 若年 
では 差が み ら れな いが 高齢者で は 地域に よ る 体型 差 も みられる ことから， そ の 商品 コンセプト， 対象 年代 及び 生活 地 
域 な ど に 応 じて， どの タイ プの 体型 を モデルと する か を 選ぶ 必要が あろう。 
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解説 図 13 シルエッター による 平均 側面 視 体型 (年代 別) 
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解説 図 14 高齢 女子の 体型の 事例 S ^ 



^ ： 2002 




P 

L _ 

L _ 





p: 



p 



p ; 

s _ 



身長 



2 o 8 6 

5 5 4 4 



15 



18 

S 0023 ： 2002 解説 
引用 文献. 資料 

1) 社団法人 人間 生活 工学 研究 センター 日本人の 人体 計測 データ （1997) 

2) 社団法人 人間 生活 工学 研究 センター 成人 男子の 人体 計測 データ （JIS L 4004 ： 1996) — 数値 データ と 解説 一 
(1996) 

3) 社団法人 人間 生活 工学 研究 センター 成人 女子の 人体 計測 データ （J'lS L 4005 ： 1997)— 数値 データと 解説 -- 
(1997) 

4) 平成 4 年度 文化 女子大学 夏期 公開講座 被服 構成 資料 (1992) 

5) 文化 女子大学. 東京都 共同研究 資料 



6. 原案 作成 委員会の 構成 表 2000 年に 設置され た 原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 
JTS S 0023 ( 高齢者 配慮 設計 指針 一 衣料 品) 原案 作成 委員会 構成 表 
(高齢者 • 障害者 配慮 生活 用品 標準化 委員会） 

氏名 



(委員長） 
(委員） 



(関係者） 



西 


原 


主 


計 


伊 


東 


依久子 


伊 


藤 


文 




江 


木 


和 


子 


加 


藤 


久 


明 


小 


宮 


敏 


夫 


佐々 木 


春 


夫 




崎 




透 


條 


崎 




薰 


高 


田 


邦 


道 


丹 




敬 




中 


田 




誠 


中 


野 


義 


彦 


星 




珠 


枝 


星 


川 


安 


之 


万 


代 


-挂 


久 




士 


満智子 


山 


P 






岩 


田 


朋 


巳 


千 


野 


雅 


人 


新 


階 




央 


小 


林 


清 


美 


安 


西 


久 


子 


辻 




義 


信 


渡 


邊 


武 


夫 


菅 


原 


昭 


栄 


橋 


本 




進 


石 


垣 


正 


夫 



所踽 

神奈川 工科大学 システム デザィ ン 工学科 
消費 科学 連合会 . 
財団法人 日本 消費者 協会 
消費者団体 新 宿 区 消 団連ァ ク ティー 
日本 デザィ ン 学会 

株式会社 レナ ゥンァ パレ ル 科学 研究所 
社団法人 日本 包装 技術 協会 
曰 本 電気 株式会社 
社団法人 日本 社会福祉 士会 
日本 大学 理工学部 

日本 生活協同組合 連合会 

社団法人 日本 玩具 協会 

沖 電気工 業 株式会社 （ 日 本 人間工学 会） 

社団法人 日本 消費生活 ァ ドバイ ザ ーコン サルタ ン ト 協会 

財団法人 共用 品 推進機 構 

株式会社 日 本能 率 協会 総合 研究所 

文化 女子大学 服装 学部 

財団法人 家電 製品 協会 

経済 産業 省 製品 評価 技術 セ ン ター 

経済 産業 省 生活 産業 局 



解 



経済 産業 省 商務 情報 政策 局 
経済 産業 省 商務 情報 政策 局 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
財団法人 日 本 規格 協会 技術 部 
財団法人 日 本 規格 協会 技術 部 
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(衣料 品 配慮 指針 JIS 原案 ワーキング グループ) 







氏名 


は 本、 




士 


満智子 


fg| ほ審、 
、田'」 土: ノ 




士 


一 隆 


(悉昌 ） 




木 


禾ロ 子 




バヽ 


暮 


繁 枝 




岡 


田 


たけ志 






山 


禾ロ 雄 






木 


淳 




rh 
し 卜' 


島 


重 雄 


<^ 閱 7f5 ぜ ； 




m 






渡 


邊 


武 夫 




菅 


原 


昭 栄 




安 


西 


久 子 




福 


田 


衛 三 




橋 


本 


進 




石 


垣 


正 夫 



19. 

S 0023 ： 2002 解説 

所属 

文化 女子大学 服装 学部 

株式会社 レナ ゥンァ パレ ル 科学 研究所 

消費者団体 新 宿 区 消 団連ァ ク ティー 

東京都 老人 クラブ 連合会 

株式会社 ナイ ガイ 

株式会社 オンワード 樫 山 

ユニバーサル フ アツ ショ ン 協会 

財団法人 日本 繊維 製品 品質 技術 センター 東部 事業所 

経済 産業 省 製造 産業 局 

経済 産業 省 産業 技術 環境 局 

経済 産業 省 産業 技術 環境 局 

経済 産業 省 商務 情報 政策 局 

経済 産業 省 製品 評価 技術 セ ン ター 

財団法人 日 本 規格 協会 技術 部 

財団法人 日 本 規格 協会 技術 部 

(文責 三吉 満智 子） 



解 17. 



★ 内容に ついての お 問合せ は， 技 ilfgi 規格 開発 課へ FAX ： 03-3405-5541 で ご連絡く ださい。 
★JK^»t^ の 正! が 発行され た 場合 は, 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊 "標準化 ジャーナル" に， 正'！ R の 内容 を揭 載いた します。 

(2) 毎月 第 3 火曜日に， "日経 産業 新聞" 及び "日刊 工業 新 HI" の JK 究 行の 広告 權で， 正 35^ が 
発行され た JIS 規格 番号 及び 纖の 名称 をお 知 ら せいた します。 

なお， 当 協会の J1S 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正 as* が 発行され た 場合に は 自動的 

にお 送りいた します。 

★JIS 規格 票の ご注文 及び 正 襲 票 を ご 希 3 の 方 は， 著 及 事業 » 普及 業務 » (FAX ： 03- 3583- 0462) 又は 
下記の 当 箨 会 各 支 節へ FAX でお « いいた します。 
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平成 14 年 1 S お 日 第 lIHftf? 



nnl 坂 倉 省 吾 

発行所 
財団法人 日本規格協会 

X 107-8440 東京都 港 区 赤 坂 4 丁目 i -24 

TKL '4i'.;a03) お 83- 8071 {m^^inws^^ 
FAX >U 京 （03)3582-3"2 ぬ 《 ^ク 



礼權 支部 


T06O-0O03 


札繞市 中央 区 北 3 条西 3 丁目 I 札 «大 向 生命 ビル 内 
電話 札幌 (011) お 卜 0045 FAX 札繞 (01 1)221-4020 

t^f^ ： 02760 7-«51 


束 北支 部 


〒980 0014 


仙 台 市 脊^ tx: 本 町 3 丁目 5-22 宮城県 管 工事 会館 内 
電 g 仙 台 ((J22)227-a336( 代表） FAX 他 台 (022) 266^0905 
Sffif ： 02200 4 -8 166 


名 古疆支 IP 




名 古 Si 市中 区栄 2 丁目 6- 1 白 川ピ ル別 t (内 

電話 名古屢(052)22卜8316((^^み） FAX 名 古^ (0,52) 203-^1806 

Mm ： 00800- 2 -23283 


M 西 支 都 


=r541-0053 


大阪市 中央 区 本 町 3 丁目 4-10 本 町 野 村 ビル 内 
電話 大阪 (06) 626 卜 8006 (代表） FAX 大阪 (06)62!61-9114 
讓替 ： 00910- 2 -2636 


広 鳥支郎 


=f73(H)01i 


広 島 市中 区 基 町 5- 44 広 島 商工会議所 ビル 内 

電ぉ 広 島 （O82)22l-7023J035，7O36 FAX 広 島 (082) 223-7568 

擬替 ： 01340- 9 -9479 


四国 支部 


〒76CH)023 


高 松 市 寿 町 2 丁目 2-10 住友 生命 * 松 寿 町 ビル 内 
霄話 离松 (087) 821 785 L FAX 高 松 (087)821-3261 

ぽ^ ： 01690- 2 -33.^.9 


a 岡 支部 


¥812-0025 


福 岡 市 W 多 区 店 @ 町 1-31 東京 生命 福 W ビル 内 
電話 1iW(092〉 282-9080 FAX 1111(092)282-9118 
擴誓 ： 01790- 5 -21632 
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